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【背景と目的】 
 コリンは、すべての細胞にとって必須栄養素の一つで、主要な膜リン脂質のホスファチジ
ルコリンやスフィンゴミエリンの合成に必要である。コリンは、メチル基供与体のベタイン
や神経伝達物質のアセチルコリンの合成にも不可欠であり、それらは胎児の発育で鍵となる
役割を担ういくつかの不可欠な生物学的機能に関与している。胎児の成長において、大量の
コリン・リン脂質は、細胞膜形成、神経軸索の髄鞘形成、細胞分裂、組織形成および脂質輸
送などに必要である。本研究では、血液胎盤関門のモデル細胞であるヒト胎盤栄養膜細胞株
JEG-3細胞を用いて、コリン取り込みの分子および機能的特徴を調べた。 
 
【対象および方法】 
 ヒト胎盤栄養膜細胞株 JEG-3細胞における[3H]コリンの取り込みを調べた。また、定量的リ
アルタイム PCR、ウェスタンブロット法、免疫染色法によりコリントランスポーターの発現
を検討した。   
 
【結果】 
 JEG-3細胞における[3H]コリンの取り込みは、Na+非依存性で pH依存性の輸送システムを
示した。高親和性と低親和性の 2つの異なる[3H]コリンの輸送システムが存在し、それぞれの
Km値は、28.4 ± 5.0 μMと 210.6 ± 55.1 μMであった。また、有機カチオン系化合物および
コリンアナログのヘミコリニウム-3により、コリン取り込みは抑制された。JEG-3細胞には、
Choline transporter-like protein 1（CTL1）と CTL2 のmRNAおよびタンパク質が高発現
し、それらは細胞膜に限局していた。 
 
【結論・考察】 
 今回の結果より、血液胎盤関門のモデル細胞であるヒト胎盤栄養膜細胞株 JEG-3 細胞にお
いて、コリンが主に高親和性コリン輸送システム（CTL1）と低親和性コリン輸送システム
（CTL2）によって輸送されることを明らかにした。胎児の成長においてコリンは必須栄養素
であることより、これらのコリントランスポーターは、胎児の成長において重要な役割を担
っていると考えられる。 
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